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地区名 大阪ビジネスパーク 天満様i丁目地区 t島町地区
地術者量生 12 4 
地区面積(haJ 26 1 18 
所径M包 大阪市中央区 大阪市北区 大阪市浪速区
従前土地利用 工場・倉庫 工場 操車場
書好意見土地利用 商業・..'宿泊 商業 ':i.M'宿泊 旅客・高jl'業務
立地条件 .心部
現況 供用 供用 供用
iIJ開発地区計画制度 当時制定されておらず 適用 適用
地区名 此花西部地区 西織田地区 中之島西部地区
地術者数 民有地270. 4 国有地 ・小規筏地多数
地区面積(ha) 157 11 30 
所住地 大阪市此花区 大阪市北区 大阪市北区
従前土地:f1JJf! 工場詳 操車場・ピル 大学等
新規土地利用 商業・娘楽・業務 商業・業務・宿泊 未定
立地条件 臨海部 都心部 4感心者E
現況 事業段階 S十画段階 鋼査段階
































































































面から見渡すことが有効と考える。(図 lー 1) 
.空間的側面から
1. 1の冒頭にも記したように都市拠点開発は面積規模にしておよそ5-20


























































































































































































て③計画策定プロセスにおける複数の目的聞の調整の問題においてSC A ( 


















































































































12) 1 . G .マーチ.H'A'サイモン著.土屋守章訳:オーガニゼーションズ，ダ
イヤモンド社， 1977. 
13) R .リッカート.1. G .リ ッカート著，三隅二不二監訳:コンフリクトの行動
科学.対立管理の新しいアプローチ・，ダイヤモンド社， 198.
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ML= (1， 1，0) 
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P1 目的 P4P5 P6 P7 
MO=(1， 1， 1， 1， 0， 0， 0) 
T 1生起/ T3曹生哲¥.T 2生起
詳(1，0， 1，.0， 0， 0人~)
T 1 ~主起/ 司、
M1=(O， 1， 0， 1， 1， l)(' 0) M4=(O， 1， 1， 0， 0， 1， 0) 
T3吋 /



























































地区名 札幌市ピール工場S草地地区 否権留地区 袋町地区
治相者自主 後a(4人) ila 
地区冒険(ha) 4.7 10.6 14.3 
所在地 札幌市中央区 大阪市北区 大阪市淑速区
行政担当!Ul 札線市 大Iil市宮tO局 大原市計部局
従前土地利用 工場量宇治 ヤード跡地 ヤード跡地等
立黄色灸件 都レ心事置き産地 15.(;、の一角 侭心のー角
凶L直結果醤号 301-335 
地区名 此:it西鶴地区 大阪府港コスモスクエア地区 千京市.強者時都心.ft砂地区
地術省歎 I欽{多数) 複数(多数} 4星放(多量生)
地区面積(ha) 156.2 69.0 56.4 
所在地 大塚市此花区 大Iil市住之江区 子第市
行政担当館周 大家市港湾局 大阪市港湾司 千<<市
従前土地相'1m 工場軍事地 新規壇立治 筋線1I立地
立地条件 港湾 港湾 JiIS.心





(高..~U車・文化地区1: ) 広 ij . 緑泡及び安全で決速な歩行者~閣のj111却を図る.
-37-
1似 (f萄4聖地区l;t)7ミューズメント絡l2:なども場入する. {公園と調Eーする純分については湖北閣のアクセλ不足解湖のため)多行者..1 !Jtf"..III..のJl.
通路の聾備を図る
lω {商9聖地区l;t)安全で倹1宣な歩行者空間の創出を図る。
113 .. 地の有効空地の硲保t行う. 有効変異Sの・直線
IC泌 {市道東田了IUlについては}将来の交通量増大予測等から鉱強襲偲を図る.
2(l3 オー プン且ベ-;.の縄保に努める. オ』プンλベ-;.の殉保
107 (公潤と~療する総分については南北閣のアクセス不足車産相曜のため) IJ行者専用通路の盤側 を図る 2m 練..かな調いのある歩行者室喝を笥保する. 歩行者受喝の司保
1(渇 11!史あるiI祭司bli、その保存・再生活用を亙る。 zω (公11は)_Citのシン11;レとなる快調書で広温的な安司として整備を符う. 公罰の援備
lω JI貨物の外観IJ.、レンガ途などの建築翁と調和を待たせる. 2ω ..下..とIlS竜する*下歩行....，1Hli置する. S下歩行者...のli宜
110 理Eカあるお有無恨の~1!2をmる. 210 ..内に担修行..周辺.11&を段ける. 9行者・周道路の段重
111 ~rn障については)十分な壁面後退を行う 212 
.喝内にオ由プン且ペ目見を司保する. 才ープンAベ-;.の司保
31~ Fー ミナル聾備に伸い公共B・lil号 (交通広治)を盛鋼する. 交通広樋のJl.
112 敷地の狭小化を例制する。
319 旭区中央総ば地区のシンポルとなる南北歩行者~..の形成を図るため公共緒I!t 中央広喝のヨE偶
113 敷地の有効雪地の権保を行う。 2'" {中央広場}をJl備する.
114 健全な高度利用を図る.
323 周辺治区からの場入舗や.地区内の9行tJb.のIa節点に人のたまりと しての広 広場空間の護側
h・s!閣を盤側ずる.








20.5 地下空閣の有効かつ適当な活用を図る. 421 (F地区は}公舗、楓水緑地専の箆偶を罰る 公省、・水島最4の盤側









319 ~，畏な公開S!.の硲慢をrr う . 公調空調主の崎健
211 歩行者..1Il道路を公tIl等と一体的に隻備する.
“同 .$(1iUUj択にあわせ. 駅前~喝を配置する. 駅前広・の..
212 敷地内にオープンスペースを稽保する.
何7 {集積研究地区の中央付近に)公団を配置する. 公曹の重量伺
213 敷地内の緑化に努める. “19 (駅前衛区にあ。ては}タ行暑専用遭"の整備を泊る. タ行者専用通路の盤側
611 {タウンセンター地区に結いては) ・ìIi~量>A等による開拘のとれた鶴市空閣の殉 価市空閣の殉係、.跨のtl
保や、 ..地内通鱒等のlIt置鶴場を行う.
613 (集積観，宅地区の駅前街区においては}貨の高い広島・状、歩道状空地の緒僚を鴎 ~地の砲tIl
る.表2 3 r協議内容」と fコンフリクトのテーマJ
~，且結果4番号 細分化された~l量結果 コンフリクトのテーマ
617 タ温や.濁倹必鈍 (Jt網ゾ田ン)等の地上レベルを F 体的に益備するプロムナー ，.歩遣の買~.




102 c. '.，.，文化地区は)箆念公也との盛合性を待たせた「織と規しむJ空晴 緑地の創出
の創出を園る.
103 (蘭.・舞鶴 ・文化地区は}広嶋・緑地及び安全で快適な歩待者受喝の創出を@ 歩行者受閣の創出 42'* 
地区僻.遭跨 ・区留週路を蜜備する ...の聾伺
る.
318 立体的な~.分債をþと した安全で快適な9行者空調:+.ヲトワ ークの形成を園 タ行者S!~・:+.ットワークの~$.
11ω (高司聖地区は}安全で倹.Ii~干手書受鳴の創出を濁る. 歩行書s!喝の"“ る.
-38- -39-
429 玖な どの地区内の主畏な織般を這絡し、立体的な~.分電を含めた安全・決迫~ タ行者ネァトワークの形成 301 国際交易、先鴻奴術開先.情線通信専の高度な.tの集積を留る 高度な機"の.1)
タ行者Jトァトワ-7の~I&を@る
高. . ...~{-中心としたttft.舗を行う . 南東..飽殴の益偶
313 地区内の主畏な施自宣告紬ぴ、立体的な両者分般を含めた安全検aな歩行者ネット lJi符.U フトワータの傭保
ワークの縄保骨司る (A' B地gには) 回目a~J!..1tを中心として、インテリジJ.. ントピルや1<テル i1.I.nの必入
-の趨.・...ft.t配置する.
出l6 曽...で包切ちす1た衝窓稽互のー停性を図るた0).:1. 1;イウ...イ等を配置する. λカイウ&イの..入
5ω (D~IKには ) 77"7シ，ン.貨をはじめとする..It段寄の.{置を罰る. 寮...1の哩1)
616 各111lのアトリウム(吹きtけ大!2喝}司を211レベルのスカイウιイで11ぴつ アトリウムネフトワータの形1& 510 (E思区には} 情鰻渇遮.~鴻緩衝IPJ~:IC温をは じめとする.. ・ 墨京撞段、窃 ...tttft、窃究開先 .".
けたアトリウム...，トワー クのJ!l*をgる 究月唱発 ."・ttftの典績を図る. .ftの.1)
2刷 線・;.な司固とする. t量化 ω1 (，ウンセンタ-*区民ニ).. .集局、文化等複合.ttの..入をSる 高..棒、文化.ftの..入
213 敏雄内の縁Itに努める. 織化 “鬼 {実8窃究地区には)国際的な集積.n.車Ii.路、メ ヲセヲt!l:IC連..lItの .1・.tの割軍人
331 う ~Hいのある"市環境づ〈りを図るため、 .池内の緑化に努のる. 緑化
後先的必入に努める
406 総..かな積塊づ〈りを行う 緑化
614 (.揖研究地区の駅前街区においては}低層積に訳"にふさわしい高察、サーピ 高礎、サーピA.文化.li'のn. 
λ、文化等の鎗E置をa..する.




41 (B地区は}映像制連企泉、情報通情・コンピューター等のハイテ夕食.'"を中 窃究開~艶点の形成、 インテリ
心とした研究開宛艶点の形成、イ ンナリジs.ントサフィ λ等の楚備を罰る ジJ昆ントオ7イλの盤側
5刷 安全・快適で鰍..かな9行積績を創出する. 紙盛かなタ行繍~の創出 412 (C地区は}中t.，・li'であるUSJの..入を図る テーマパータの曝入
$12 地区・...路、区細道路の盛備にあた。ては、 IUI帯等を怠ける 組樹怖のft置 417 ( E 地区は)箆宅の益仰を図~. 住宅のJl備
320 放組内の織fヒを行う 緑化 420 (F地区は)ウ>t-'-7ロン トを滑用したハイアメニテイな住宅の餐備を図る 住宅の輩"
制調 広幅員のlJi温の緑化を行う. 緑化 423 (G旭区は)水上77セAの利便性を高めるため.利m者へのサ F ピλ施ft専を サーピAb量殴の盛倒
101 (iIU!...・文化地区は}多1J9'J'"ー ル'欽育 ・文化活動に依する』主役の..入を 教育 ・文化t股の..入 益備する.
51.， sc圃 (C治震にはA.BJa区とal'tして)鋼際交易 ・交模擬"の益"を図る 個際交".交1Il.，aの隻側
301 空港とil:Iaした"心ター ミナJレの鐙備を行う. IS心，-tナルの章lf・ 副沼 (J事録メフセ!I!f胞は}由時実施締役の立法をgる。 個習慣交II泊般の立足
~19 (F..区は}霞1fの...擁伎の盤側を図る. .iI・."ftのJl伺 613 (..研究旭区においては}舵切に7メニティを与える盛段の段置s"をgる. 7メニテ4を与える繍股のf::1
31‘ 旭区の交通状6!にltじた泡区内交通手段の憶保・こ努める. 交通手段の司倶 ( :，t~4) r..人事仇る地区内の&鍵諸般Itの視慎Jに渇するコン7リタトを建 コン7リタトのT マー
司目指1)r旭区外の&鍵;iftltの..入Jに5ーするコン7リ7トを建寮できる溢 コン7・J7トのテーマ 察できる渇.11.
.崎県 216 f駐車輸l'i殴については}泡乏な楓慢を筆4ーする. 駐鹿3i段の.r唱
~15 JaI&:TI辺では駐車4.を￥竃し、 適切な交通処理を行う. 駐車場案内シAテム 316 ItI.¥I1l&1K全体で.;1切な台放を砲保する. 駐車地段の剤t，.
440 f駐車鎗ftが}有効に1!.111されるように努める. 駐車.¥1，院内'./:1.1"ム 4)8 {駐車3・Rについては)渇蕊な焼肉(-Jl備する. 駐車紘Rの.，.
323 (駐車ttft由勺有効に槽用されるように努める. 駐車崎案内シAテム 521 (駐車鎌段については)J8.iEな農績を..ーする. 駐車純伎の.，.
620 {駐車地般の)有効活用を由る. 1t..¥I案内シAテム
619 (駐車線股については)iI.iEな震情を砲慢する 駐車鰭股の..縄
430 アタセAr句上を図るため、 JRtlの愉送力増強を，.める 鉄道の整備 441 利用に~・じた自伝車駐車喝の確保に努める. 駐倫締役の現慣
{湖沼3)ru.約機絡の樽入Jに関するコン7リクトを権第できる編組結果 コンフリタ トのテーマ 52A 利用に~・じた 白紙車駐車過の稽保に努める. 駐鱒締役の..，.
10崎 (蘭.地1l!:1)アミューズメント泊段なども噂入する。 アミューズメントB・ftの..入 ( 1，11 ~5) r..入さ札る地区外のお盤!11ft傾向の規制民Jに倒するコン7リタトを縫 コン7・J7トの1"-V
3切 (A旭区では)繭寝察局等の線市<mのa入を図る. i1.."'IUの..入 療で畠るIA級品"匹









416 (E地区は}司lIU.を対.とする広Ja彊砲の書事情望湾.JU.のヨE備を図る 婿唾.fJの.伺 202 土地の高度利用に努める. 高度利用
40- 41-
.502 土地の高度利用UIる. 高度利用 '18 位置と.nに応じた1Jf.甥の.高碩度を1定する 容-IJ~匹
:xn (A' B旭区には)治区の中心として高度な空調利用と絹布署直線の..債を図る. 高度な:2晴利剤、"司市機"の..佃 (~・S19) r地区あるいは~.Ii:の'豊富E ・ .慣j に舗するコンフリタトを慮穫でき コン7リタトのテ巴守
{刻~7) r.入さ仇る凶.飽の位置jに5ーするコン7リタトを緩療できる11.絡 コン7リタトのテ由マ る~.品~.
'院 108 !!史あるilllは、その保存・再生活mを自国る. 思史的虚無司障の保存・再生
106 旭区"....をa切に配置する. 道路の配置 I(蹄 員量豊島唱曲の外眼11.レンガ遣などの鴎11と鋼拘を持たせる. h霊祭却の外観
311 .!.!ðlì車交通並びに4!.!肉交通告内滑に処理できるよう道路等を適切に12~する. 道館の鹿温 IE -ヵある鹿市置観の司~Il告団る. "市震観
m 地:i!.....a.!.!.道路を適切に配置する 温aの配置 1
114 iI.~.の形'又はaæの~..量得 う. 組~唱Bの形. 世I'f
330 大阪の玄縄ロとして.4区傘俸をシン"lfJ1.'tの湾い.・7ザインを廼ること ζす 旭区全体の震観ヂザイン
328 ti!・5唱に庖舗等g常利用可"な用途を皮宣する. 庖舗の唱S入 る.
329 中高，'''1に低層舗との一体性を考.した用途を宮f・鈎に鹿置する. 用通の虜入 331 各..1・に細いても、t量司自の高さとa，..lI5・中高層認のパランλに配Sする. 纏~111のパランλ




$12 {駐車締役の}幽入口を通切に配置する 出入口の位置 434 k量.物等の形鰻又は 司ll!Eの~..を符う. 強築物の形螺・世匠
621 車の幽入ロをS十圃約に配置する. 出入ロの位置 443 池区の中心穏など玄奥な地点からのtl界の事事保を図る. tl界の布保
111 ~符".Jllíll&を公濁婚とー体的にJUーする。 ~符者専用JI.事と公却のー体性 4制 a舛広告司闘については‘地区会偉の景般を捌ねないようIi:置の骨折l隈を行う. 慮外広告物のIi:置
118 地下タ符..JI飴と.iI繍唱障を!f織する. 地T~行書道路と.iI鋳物の』車線 '17 ....司自等のJli.D又は.涯の"喝を.ffう. illI唱障の形.0'.怪
320 地区外局道路の歩遭混とー体的に級のある快適な9行者:2閣を形成する。 JlI&のI.'JI舗とタ行者~閣のー体 $16 地区の中心昂など主更な地点からのtl界の砲保を図る. tl界の幡鎌
性
321 ll~!十置とー体的に公関空地及ぴ建物内歩行者受閣を、旭区の共用雲閣と してa 公開霊峰.建物内9行.!!閣の配
$17 畠外広告衡については、地区会俸の.11を鍋ねないようR置のe<JIを行う. a外広告物の股~





3:6 公共受喝司ある週箆 ・広場等と1;1.釣受閣である建築司也事の録法ζが、 l曹積約に調 公共空調とJI~.のtt~の胴拘
112 .池の倹小{tをJlte<Jrる.
相した綿布~喝を >>tー する. 201 ピジ皐A・IJil'.11建 ・文化等の'lit"絡を待たぜた空司を形成する
4111 検序ある統ーのと札た軍事市~;;置の中にも変化とメリハリのある受喝配宝を行う. 空調盛宜 pω 地T!!喝の曹司bかつ，J;請な活用i'!l!lる.







$U ..お と惣健司白書'の唱帥と也管有機的に網和した事事市登喝を>>~闘する. 遍路とI鋳物の.4の別相 た鎗自貴重~t帽を行う.
31' 駐車婦は地下で碕保することを"本とする。 駐車場の位置 306 (A地区では}疲御高速海路の>>備にあわせて、これと一体となった鰭RR伺を
111 01貨物については)十分な曽薗後遣を行う 健砲の位置
行う.




310 (C地区では)集務 ・商業 ・文化・アミューズメント等の割豊能を伺え
$16 鰻司の位置の制限を行う. .11の位~ た複合割UR訟のbIIlR:l1備を符う.
612 (典.窃究地区に必いては)量iIi畿通噂による懲力的な舗前空閣益備を翻る. .1の位置 317 旭区関連交通の円滑化のために必要な地下交通ネットワーク化を図る
o園狙8) r土地利用.*'1Jに舗するコン7リタトを援1できる湯姐結果 コン7リタトのナ・・マ
334 障害者・高齢..等にとっての利便性・安全性に十分配慮 した建策物及







408 "ð~ ・ 高齢者の利便性・安全性に十分配電する.
















('_'~4)地区内の3基盤~I量破"の場入規模 ・. . (主修司直の要求の~に対応する}空間・資本
{鋼製S)治区外のJi~U事絞<<URの場入規模 ・. . {主体喝の要求の還に対応する)資本
(1"~6)説的徴的の場事入規Il . . . 費量t~の場入位置についてのオプシ，ン
(3~7)'官級"の場入位置・ . . .fI.約機能の場入規療についてのオプション
(畑~8)土地利用規制・. . (用途の規制が対象の場合} ぷ約機総の~入についてのオプション
-_.圃固・ ・・・ 4・聞・・・・田._---・・・司._.周回・ ・・・・・・・トーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
(矧ltI8)土地利用規制・・ 0 (容績の規制が対象の場合) (地区のよ?2の)空間
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ムでは、提携に期待される利得を表す関数を f特性関数 (characlerisucfunction) J 
と呼ぶ。本問題では地権者による協同体制が提携に相当し、協同体制に含まれる
地権者の利得の総和が特性関数に当る。そして各プレイヤーへの利得の再配分は






利得をVl({ 1，2))、V2(( l，2})とする。ここでは議論を簡単にするため、 P1の利得








V'I({ l，2})= V I ({1，2})ー t(V I({ 1，2))-V I ({l}) 






















































































































V i ( sk) = 1 i(s k)+ 0 i ( sk) (3-9) 
(3・9)式右辺第 l項の 1j( s k)は次のような関数であると考える。土地利用用途間
に発生する影響にもとづき、区画間の距離に応じて減少するものと考えられる。
そして協同化するとその値は上昇する。
Ii(sk)=!Hi{Uj・Uj)・D(d ij). m( d ij) (3・10)
HiんUj) :区画 iおよびjの土地利用用途聞に発生する影響により
決定される地権者 iの利得の基本値 (i宇j)
D( d ij) :距離の減衰関数























て総芳日し、 1 j(s k)を決定する。











H pj( U i • U j):部分的影響ごとの区画 iおよびjの土地利用問に発生す
る影響により決定される地権者 iの利得の基本値 (i宇j)

























滅 0.8 • • •• •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
• • • • • • • • • •• •.• •• • 
• • •• •??• •• ••. •• • 




















表し、 Ziに掛ける。区画 iと区画 jが開発を協同化した場合(ただし区画lと区
画3のみの協同化は除く)には rij= 1、区画 iと区画jが開発を個別に行った




i : j 空地 商業 業務 住居 W p，ent W p，Res 
空地 。。。。空地 。。。。インフラ 0.21 0.1 
商業 。10 8 3 商業 2 5 。。空間価値 0.14 0.2 
業務 。8 10 3 業務 2 。5 。機能性 0.35 0.2 
住居 。3 3 10 住居 5 。。10 負の影響 0.30 0.5 
i : j 空地 商業 業務 住居 i : j 空地 商業 業務 住居
空地 。。。。空地 。。。。インフラ 2 
商業 。10 5 5 商業 。-8 -5 -2 空間価値 2 
業務 。5 8 2 業務 。-8 -5 -2 機能性 1.5 
住居 。5 2 5 住居 。-10 -8 -3 負の影響 0.5 
表3-2 地区内に対する位置づけにより決定される利得 1i( s k)(協同化しない場合)
画区聞は商業 |画区画は業務 !白区間は住居 自区画は空地
距離 2 距離 2 距離 2 距離 2 
商業 。。商業 。。商業 。。商業 。。
業務 。。業務 。。業務 。。業務 。。
|住居 。。住居 。。住居 。。住居 。。
空地 。。空地 。。巴竺 。。空地 。。
-58 -
表3-3 地区内に対する位置づけにより決定される利得1i( s k) (協同化する場合)
13区幽は偽寮 白区画は業務 白区濁IH主iS 白区画l:t~地
Z邑習量 l 2 (2) 短耳E 2 (2 ) 経緩 l 2 (2 ) 箆M 1 2 (2) 
高策 9.7 5.5 2.9 商業 4.8 2.5 0.7 商業 -0 -2 商業
業S磨 5.2 2.8 1.4 業務 9.1 5.0 2.9 集務 -2 官量務
|住居 3.6 2.4 1.5 住居 2.0 1.1 0.5 住~ 6.8 3.0 1.4 住居
~地 空地 空治 空地
表3-4 地区内に対する位置づけにより決定される利得 1i( s k)の協同化による上昇率
自区画は商業 自区画は量産務 自区画li住居 自区画l:t~地
短寿t I 2 (2) 箆再E l 2 (2) 題M 1 2 (2) 距耳量 2 (2) 
商業 3.3 2.5 0.6 荷量産 3.3 2.5 0.6 事量.. 3.3 2.5 0.6 事車業
事長重軽 2.5 1.9 0.5 業務 2.5 1.9 0.5 重量君事 2.5 1.9 0.5 業務
住居 4.3 2.2 0.6 住居 4.3 2.2 0.6 住居 4.3 2.2 0.6 住居
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~:J -8 I : JtlJfIJ川状況(2.1 1にゐける各地織 rrの手'Jlr~
.(1) 3.10 
~~Ili'."'mβ1 1式首?''''~ß2 状況ftjlfβ』 状況"'ias 4 状況倒見習β5 .(2) 1.7ι 
便t.t配分 I更4主配分 使t.t 両日分 使t.t r'e分 使自主配分 .(J) .6.38 
1I1! .1 10 3.10 ". 品川両1¥.1向. .lA .l.S7 il'U! 3.10 3.10 間.7.印11.02バ12) 11.9 
"191 1.玲1.7品 .lIf !I.!l2 12<> 常務 1. 71¥ 1.7再 tUw J ().I 3M .or6.80 8.1 .(IJ) .2.35 
印刷 ・品.38-6.11 It:属品.'1 1>..'1 銭感 .5.7S .5.92 住m .3.18 -4バ9{.El!I .1.泌 ').10バ2.1) .0.砂4
.1.S2・1.52 5.多1 S.5-I .0.59 0.59 2.26 2.26 13.0 1.1.0 .(12J) IJ.O 
バ1) 33.1 
~1li'.1I晴海βl ~l!tfftiGβ2 ~百E納潟β1 状況例淘βa 状況例i笥β3 .(2) 5.“3 
I!自主 r'e分 便4主配分 使後A!5} I!自主配分 II!自主配分 v(J) -4.98 
開J! 33.1 .1.1 l1i. .164 制.1開業 l1A J-I.J ilU! 3J.1 3J.1 官官.. )7.杭 <17.8 .(12) 61.1 
.191 !I.柄。 5.仰 .8f 2-1.7 1¥.1 ~検 事.ω5.ω.dI 6.88 7.49 ，.8f 21¥.0 21.0 .(1 J) 30.5 
ft:.¥1l .-1.98 -4.9司ft:f.'I "1.91 -19明 (tl!I ・2.9~ ・ 1.112 住勉 .2刈・3.09t凶 5.M 0.-10 .(2.1) 4.40 
33.7 3J.7 おU :16.1 .1(>.1 31¥.1 37.5 37.5 69.2 69.2 バ12J) 69.2 
.(11 7!X】
状況Ifti!iβt 状況1ft;脅β2 状況IftiYβ1 W}?駒泡s-I l~1!t1f司 ifiß5 .(2) 25.8 
II!捻~5} f更後配分 償!/.t~H {買I.t 両日分 f更f主 配分 '(3) -4.78 
1Il'I! 7.慌】 7.90間.JOA 21.0 no. 1.初 8.17 itII~ 790 7 1I'lI:M JI.6 22.'1 .(12) 59.9 
.r育 25.8 2511 l町 2'9.湾問9 司I!~ 2111 2!1.8 集1f 27 0 .10.8 .". 30.8 44.9 .(13) 4.05 
It:~宅--1.78 -4.78 lT.f'I -4.78 .-1;1 WP. .411 "'32 使m 4.12 0.11 住居 1>.6-1 1.70 .(2J) ) 1.2 
28.9 28.9 55.1 55.1 2'9.8 29.8 39.1 39.1 69.0 69.0 .(123) 69.0 
バ1) JJ 1 
状況情淘β1 状況Iftn'Jβ2 ~~Ili'.lfti内β1 ~百E明暗泡β ‘ 状況Ifti9'1β5 .(2) 25.1 
I!t主配分 n間後配分 便銭 高:分 II!自主配分 II!~左足分 .(.l) -4.78 
rlU! .1.1.1 33.1 附. JIi.-I対抗 iI't. 31.-1 .H 2 i1司君 JJI J.U jIlj'" 37.時 382刈12) 65.9 
..~ 2S.8 2S.8 .m 29.5 29.1 ~ fl 25.8 25.8 .tI 27.0 .10.1 .rJI 30.8 )-1.9 .(lJ) 30.5 
It:m .~ 78 .-1.78 U:f.'I -1.78 .-1.71 住居 .2.95・3.72住居 4.12 0.31 tr:s 6.6-1 1.鈎 .(2.1) 31.2 
5-1.1 5-1 1 品1.1 61 t 5(，2 S6.2 6-13 ル1.1 75.0 75.0 バ12J) 75.0 
.(1) 33.1 
伏I!tlft淘β1 状況Ifti骨β2 (~況Iftil'iβ1 tばI!tlfti!iβd 状況ftiI'Jβ5 -(2) 5.“} 
f費後配分 。埋設配分 I更t.t 両日分 使銭配分 使銭円E分 .(.1) 3.62 附"33.1 3.1.1 iI. .1¥.4 401. 向，..1.01 J.1i ilUI 3J.1 33.1 1l. 37.6 40.6 .(12) 61.1 
園田防 5.“】 5“T .'" 2-1.7 16.1 司IH耳 5.“)5.“1 緩衝 22.2 15.2 銀lIf 26.0 222 .(1)) 37.7 
ft:1i司 3而2 3.62 tl:41I 3.62 .11¥2 {闘 4.25 4.何 住腫 6.12 13.2 /;JtJ1! 8.6-1 9刈 .(2J) 28.4 
42.3 -12.1 ιo M.7 4J.J 43.3 61.5 61.5 72.2 72.2 .(123) 72.2 
.(1) 33.1 
~lli'.lft ìI'Jβl ~祝田町錨β2 伏Ili'.lftiGβt tえ況附ifiβ4 ~況"'ifiβ5 .(2) 25.8 
II!銭円E分 使鈴配分 便銭配分 使自主配分 II!自主配分 '(.1 3.62 
l!lI'l 31.1 33.1 耐. )(.'1 .1¥品 商業 .IM .13.6 l1i. J.l1 33.1 開業 37.6 .18.0 .(12) 時5.9
'"'' 2H 25.8 .~町 29.5 29.1 魚fII 25.8 25.1 .~ 27.0 27.7 .61 30.8 32.1 y(tJ) 37.7 
It:m .1.62 .1.1i2 tl:k1l .1.1>2 162 4主凋 425 -1.08 住庖 6.12 5.51 {開 8.601 6鮒 バ2)) 3J.2 





により構成されている。上から外部接続パターン 1、2、 ・・・、 8となってい
る。左から第 l列には、幹線道路との接続状況を、区画(地権者)の番号と、接












レイ値による配分値)である。利得Vj( P k)と、再配分後の利得φI(P k)の列の最
下行には全地権者についてのそれぞれの値の長湘~ Vj(Pk)、ヱφj(Pk)を表す。
これより再配分の前後で利得の桂耳目が一致していることが確認される。











については |φt(P2)、φ2<P2)、φ3<P2)(=V3(P2)) Iと |φt(P3)、φ2(P3) 




では、地権者2の配分値が状況構造p2において大きく (φ2(P2)>φ2(P 3)= V 
2( P 3))、地権者3の配分値が状況構造p3において大きいこと (φ3(P3)>φ3( 
P 2)= V 3( P2))が常に成立している (3・17)式)。そのため両状況構造において






































































































費量疹 住居 業務 商業
業務 住居 商業 住居
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距. 2 (2) 距. 2 
~地 空地
商業 39 20 術費量 10 1.5 
業務 19 8.7 業務 41 22 
住居 18 12 住居 7.3 3.3 
協同{ヒを行った場合の便益
白区画は樹貴重 同区画は業務
距. 2 (2) 距. 2 
空地 さを地
商業 97 55 29 商業 48 25 
業務 52 28 14 雪量窃 91 50 
住居 36 24 15 住居 20 1 
~:l - Ia パラメータ分析 [2)のt22i:
協同化をfわない場合の使盆
回区画は尚策 白区画は業務
庭用E 2 (2) 距緩 2 
き包I自 空地
前事監 3.9 2 商業 0.2 
業務 1.9 0.9 業務 4.1 2.2 
住居 1.8 1.2 住居 0.7 0.3 
協同化を行った繊合の便益
自区慣れ孟I碕業 自区画は講座務
距. 2 (2) 距. 2 
2包t!J 空地
測量産 9.7 5.5 2.9 i商業 4.8 2.5 
重量務 5.2 2.8 1.4 業務 9.1 5 









(2) 短調E 2 (2) 
~地
i商業 -37 -31 
調趣務 -33 -28 
住居 25 8 
白区画は住居
(2) 距同E 1 2 (2) 
きを地
7.4 匝奇策 4 -6 -25 
29 '"務 .8 -9 -23 
5.3 住居 68 30 14 
白区i砺は住居
(2) 距. 2 (2) 
空地
i商業 -37 -31 
重量務 -33 -28 
住居 25 8 
同区画は住居
(2) 距鰻 2 (2) 
|空地
0.7 I ~育費量 4 6 -25 
2，9 業務 -8 .9 23 
0.5 11:思 68 30 14 
[A 1 ] [A2] [A3] ( A4] (A S] 11 ( A6] (01] /ー 崎ー、 .-ーー旬、
冷ラ 、々 |不 "不
/ -、¥ /戸ー -、¥ /戸--、¥ .-.. _..L--、 I I r 斗-
o、。J










(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (12) (13) (14) (15) 
区商l 商業 業務 住居 商業 商業 業務 業務 住居 住居 商業 商業 業務 業務 住居 住居
区画2 商業 業務 住居 業務 住居 稲妻E 住居 商業 業務 商業 高梁 業務 調理務 住居 住居
区画3 商業 業務 住居 商業 商業 ，u努 重量務 住居 住居 業務 住居 商業 住居 積禦 .~野
区画l 。
Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Al Al Al Al lAl lAl パターン l 区画2 。
区画3 。
区画l
Al Al lAl Al 民3Al A3 比1lAl Al Al Al lAl lA3 lA3 パターン2 区画2 。
区画3 。
区画1 。
Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Bl Al Al A2 lAl A2 A2 パターン3 区画2
区画3 。
区画l 1 
A2 A2 A2 lA2 lA4 lA2 A4 A2 A2 A2 A2 lA2 lA2 lA2 A2 ，'¥ターン4 区画2
区画3 。
区画l
Dl Dl Dl Dl Bl Dl Dl Dl Dl Cl Cl Cl Cl Cl Cl パターンδ 区画2 。
区画3
区画l







? 〞 ? ?
「W¥4aR瞳眠 、土地利用状況
(16) (17) (18) (19) (20) (21) (22) (23) (24) (25) (26) (27) 
区画l 業務 住居 商業 住居 商業 業務 商業 商業 業2努 J健2努 住居 住居
区画2 商業 商業 業務 業務 住居 住居 住居 業務 商業 住居 業務 商業
区画3商業 商業 業務 業務 住居 住居 業務 住居 住居 商業 商業 業務
区画1 。
A2 A2 A2 lA2 lA2 lA2 Al Al Al A2 A2 A2 ，'¥ターン i 区画2 。
区画3。
区画l l 
Al Al Al Al Al Al A3 Al Al A3 Al Al パターン 2 区画2 。
区画3。
区画l 。
A2 A2 lAl lA2 lAl Al Al Al Al A2 A2 A2 パターン3区画2
区画3。
区画l
A2 lA2 lA2 lA2 lA2 lA2 A2 A2 lA2 A4 A4 A2 パターン4 区画2 l 
区画3。
区画l
C2 C2 C2 C2 C2 C2 Cl Cl Cl C2 C2 C2 パターン5 区画2 。
区画3







区画31商業|鰯12132|;|鰯 |鰯 |住居 |儲











































即 商業 |鰯 |鵠|鰯 |鵠1:I住居|商業
区画3 商業 業湾 住居 商業 商業 業務 実務 住居
区画l 。
































商業 調理務 住居 商祭 商祭 実窃|祭窃|住居。
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このアークにおける限界貢献度 (V(s '9)-V (s '5) はPlとP2とに均等に分配





























X i > Y i V i E N (3・18)
(i)実現可能条件














































































パターン l 主主況婦道β1 主主古t"這β・2 状況相暗証Eβ・3 状況甥盗β・4 伏況鰐盗β・5 状況総盗β・6 状況"li!iβ7 状況嶋盗β司
外elll置 使主主配分 便益配分 使益配分 便益配分 t!u配分 使主主配分 便益配分 便益配分
。 空地 。 鶴舞 0.39 0.39 空地 。 空地 。 •• 2.04 1.59 高. 1.45心.82空地 。 11. 3.10 0.38 
2 。 ?!地 。 空地 。 星座易 0.S6 0.S6 きE担E 。 .lJf 1.31 1.76 空t色 。 .1書 1.01 ・1.37.1買 176 心.17
3 。 空局自 。 空員自 。 ?!地 。 住.Id 1.4 14 ?!地 。 住.Id -2.08 0.19 住居 -2.9心.53住居 -6.38 ・1.74
。 。 0.39 0.39 0.S6 0.S6 1.4 14 3.35 3.35 ~.63 ~.63 -1.89・1.89 -1.52・1.52
パターン2 4文i5l"盗β・1 主主15t"造β2 伏百t"通Eβ3 伏15t"通Eβ・4 状況"mβ・5 状況線道β・6 状況絢盗β7 状況嶋盗β官
外廓後続 便益疋分 便益配分 便益配分 便益信分 (!益配分 便益 E分 (!益配分 便益配分
?!地 。 覇軍. 30.4 30.4 ?!地 。 ?!地 。 滴.32.0 31.6 荷重量 31.5 29.2 空地 。 証8. 33.1 30.4 
2 。 ?!地 。 空地 。 '量Z覧 4.4 4.4 ?!地 。 lU:9f 5.15 5.6 空地 。 望書窃 4.85 2.48 .1書 5.6 3.68 
3 。 ?!地 。 空地 。 ?!地 。 住居 2.8 エ8空地 。 住居 .0.68 1.59 住居 -1.5 O.鎚 住居 -1.98 .0.33 
。 。 30.4 30.4 4.4 4.4 ~8 2.8 37.2 37.2 30.8 30.8 3.35 3.35 33.7 33.7 
バターン3 4犬況鰐盗β・1 状況構盗β・2 状況傭盗β3 t主百足明遺8・4 状況調時盗β・5 状況傍証Eβ・6 状況縄海β7 状況偶造β官
外&1M続 便益配分 使益配分 使益配分 便益配分 便益配分 便益配分 便益配分 便益配分
。 空地 。 荷量産 5.19 5.19 さ聖地 。 ?!地 。 置8. 6.84 6.39 荷重量 6.25 3.98 ?!地 。 iIl. 7.90 5.18 
2 空地 。 空地 。 Jl8i 24.6 24.6 ?!lt9 。 量産8i 25.3 25.8 空地 。 員u賀 25.0 22.6 JlDi 25.8 お.8
3 。 ?!地 。 空地 。 3!地 。 住居 3 31 ?!地 。 住居 .0.48 1.79 住居 -1.3 1ω 住居 -4.78 ~.13 
。 。 5.19 5.19 24.6 24.6 3 3 32.2 32.2 5.i7 5.i7 勾.7 23.7 28.9 28.9 
パターン4 状況側証Eβ・1 状況線道β2 状況構盗β・3 状況.aβ・4 状況桝盗β・5 状況偶盗β・6 状況偶盗β7 状況..iaβ唱
外郎織統 便益配分 便益配分 。回益配分 。H益配分 jJ!益配分 便益配分 使益配分 (!益配分
?!地 。 軍事業 30.4 30.4 空地 。 空地 。 測量産 32.0 31.6 再軍. 31.5 29.2 空地 b iI!. 33.1 30.4 
2 ?!地 。 空地 。 薬局 24.6 24 6 ?!地 。 1I8i 25.3 25.8 空地 。 着陸拐 25.0 2之6JllIi 25.8 23.8 
3 。 空地 。 空t也 。 空地 。 住居 3 31 ?!地 。 住居心.48 1.79 住居 -1.3 1.ω 住居 -478 心.13
。 。 30.4 30.4 24.6 24.6 3 3 57.4 57.4 31.0 31.0 お.7 勾 7 54 1 54 1 
1¥ターン5 状況鰐盗β・I ~皮切造β ・2 状況鍋盗β3 状況隅盗β・4 状況割暗証Eβ・5 状況婦滋β・6 状況栂造β7 状況例盗β官
外鱒簸a 使主主配分 便益配分 便益配分 (f益配分 便益£分 便益配分 使量産配分 便益配分
空lt!! 。 商業 30.4 30.4 さ聖地 。 ?!地 。 iQiJl 32.0 31.6 高事実 31.5 29.2 空地 。 高. 33.1 30.4 
2 。 空地 。 3!lt! 。 JlI再 4.4 4.4 空地 。 J!f再 5.15 5.6 空地 。 .Bi 485 2.48 .8i 5.6 3.68 
3 ?!地 。 空地 。 空地 。 住居 11.411.4 空地 。 住居 7.92 10.2 住居 7.1 9.48 住居 3.62 827 
。 。 30.4 30.4 4.4 44 11.4 11.4 37.2 37.2 39.4 39.4 12.0 12.0 42.3 42.3 
バターン6 状況.aβ・1 状況傭這βヨ 状況鱒這βヨ ~15t"遜β ・‘ 伏i5l"造β・5 4文況m盗β・6 状況栂盗β7 状況例道β喧
外e綬a 便益配分 便益配分 便益i!分 使益配分 使主主配分 便益配分 使主主配分 使盆配分
空地 。 荷重量 30.4 30.4 空地 。 空地 。 高史 32.0 31.6 il!Jl 31.5 29.2 空地 。 高8. 33.1 30.4 
2 1 ?!地 。 ?!地 。 .f百 24.6 24.6 さ聖地 。 MBf 25.3 25.8 空地 。 量産窃 25.0 2.6 JtBi 25.8 23.8 
3 ?!地 。 空地 。 空地 。 t主広 11 4 11.4 ?!地 。 住居 7.92 10.2 住居 7.1 9.48 住居 3.62 8.27 





1¥ターン l 状況鰐盗β9 状況線道β・10 状況締盗β・12 状況鰐造β・12 状況鱒通Eβu 状況縄盗β・14 伏況騎造β15
外Ballll 便益配分 t!益配分 (!;主配分 便益配分 t!益配分 使主主配分 (!益配分
。 •• 5.35 5.12 軍事. ι41 3.91 空地 。 o. 3.10 0.38 .. 1.75 心.35砲事昆 3.4 0.85 軍首. 7.ω l.lO 
2 。 .lJf 5.07 5.29 来a 5.52 3.37 実a 乙29 0.53 3・I 3.04 1.73 ?!治 。 量111 1.76心.17.11 6.80 色.1B
3 。 笠岡自 。 住居 -6.38・1.74住建 .0.4 1.37 住居 ・3.88 0.16 住居 .1.45 0.65 住居・5.75・1.27住居 -1.36 .us 
10.4 10.4 5.54 5.54 1.89 1.89 2.26 2.26 0.3 0.3 心.59 ~.59 13.0 13.0 
パタン2 ~15t"滋β 可 伏況"這β'10 状況線道β・12 伏i5l.aβ・12 状況卿盗β・13 状15t"盗β・14 状況，=p・15
外OI担陸続 使益配分 便益配分 便益配分 (f益配分 使益配分 (!益配分 便益配分
肩車. 35.3 42.8 薦書! 36.4 41.6 !!地 。 o. 33.1 30.4 o. 31.8 30.3 術祭 33.4 31.5 ... 37.6 s.l 
2 。 .11 24.3 16.8 .lIf 24.7 14.9 重量11' 6.13 4.37 .1膏 6.88 5.57 空地 。 .1曹 5.6 3.68 _5 26.0 l.2.l. 
3 。 ?!lj!J 。 住居 -4.98 .0.33 住居 1 2.i7 住居・之48 1.56 住居 1.35 2.75 住居 -2.95 0.83 住居 5.64 s.os 
59.6 59.6 56.1 56.1 7.13 7.13 37.5 37.5 33.1 33.1 36.1 36.1 69.2 69.2 
バターン3 状況網造β9 状況卿這β'10 伏況例道β・12 状況総盗β'12 状況偶盗β・13 状況線道β・14 状況網盗β・15
~Ølllla 使益 ε分 便益配分 使益配分 便主主配分 (!益配分 便益配分 便益配分
。 湾. 29.3 19.5 演奏 30.4 18.3 空地 。 高. 790 5.18 再軍. ι55 4.45 衛書匪 8.2 5.65 •• 31.6 12.1 
2 .1暗 殺 1 38.9 集積 29.5 37.0 .11' 26.3 27.7 •• 27.0 28.9 ?!地 。 量産Bf 25.8 23.8 集E町 30.8 ~ 
3 。 空地 。 住居 -4.78心.13住居 7.6 b.17 住居 4.12 4.96 住居 0.15 2.25 住居 -4.15 0.33 住居 6.64 ι.lS 
58.4 58.4 55.1 55.1 33.9 33.9 39.1 39.1 6.7 6.7 29.8 29.8 69.0 69.0 
パターン4 状況鱒量Eβヲ 4式首i!"盗β・10 状況卿造β・12 状況"aβ・12 状況鰐盗β・13 状況締途β'14 状況鱒盗P'15
外戚後続 便益配分 便益配分 使益配分 (fU 配分 便益配分 便益£分 !!益配分
.. 35.3 35.1 問調l 36.4 33.9 空地 。 制緩 3.1 30.4 l1i. 31.8 30.2 測黛 33.4 31.4 •• 37.6 .1丘.51
2 .5 29.1 29.3 .理! 29.5 27.4 集局 26.3 27.7 .lIf 27.0 28.9 ?!地 。 .8i 25.8 23.8 集』時 30.8 .1斗a
』 。 !!地 。 住居 -4.78心.13住居 7.6 6.17 俊足 4.12 4.96 盆毘 1.35 2.85 住感 -2.95 0.93 住居 6.64 ふiS
64.4 64.4 61.1 61.1 33.9 33.9 64.3 64.3 33.1 33.1 56.2 56.2 750 75.0 
1¥タ ン5 状況"=β9 状況相暗証Eβ・10 状況絢造β・12 状況'時五Eβ・12 伏況鰐造β・13 状況割暗証Eβ・14 状況鰐盗β'15
外郎嬢続 便益配分 便益配分 便益配分 便益配分 使量産配分 便益配分 使U i!分
•• 35.3 ~乙a •• 36.4 41.6 空地 。 荷量I 33.1 30.4 .黛 31.8 29.6 肩車，. 33.4 30.8 海銀 37.6 37.9 
2 。 .lIf 24.3 16.8 ヨ1. 24.1 14.9 実験 21.5 12.0 集.I9f 2.2 13.2 空婚 。 ヨ111 5.6 3ω .1膏 26.0 2Q..3 
3 空調量 。 住居 3.62 8.27 俊足 9.6 .L2Jl 住居 6.12 17.8 住居 8.55 10.7 住居 4.25 8刀 住居 8.64 141 
59.6 59.6 64.7 64.7 31.1 31.1 61.5 61.5 40.3 40.3 43.3 43.3 72.2 72.2 
パターン6 伏dtll量Eβヲ 状dt"盗β・10 伏dtll=β'12 状況網量Eβ・12 伏l5t"aβ・13 4主15tM=β・14 伏dtJl盗β・15
外邸調1ft 便益配分 便益配分 便益£分 (!益配分 (!益配分 使主主配分 使益配分
•• 35_3 35.1 •• 36.4 33.9 空地 。 肩車. 33.1 30.4 E‘'臨 31.8 29.6 再軍軍1 33.4 30.8 ... 37.6 1主』
2 .1野 29.1 29.3 接続 29.5 27.4 ... 26.3 24.5 集聖路 27.0 25.7 空民主 。 .1膏 25.8 23.8 .11 308 氾2
3 空員E 。 住居 3.62 8.27 住居 9.6 114 住居 6.12 10.2 住居 8.55 10.7 住居 4.25 8.73 住居 8.64 比五






















土地利用状況 ( 7 ) 
土地利用 費量務・住居・業務






土地利用状況 ( 1 0 ) 
土地利用 商業・商業業務
























































































































表 3ー 21 
(その3)
土地利用状況 ( 1 9) (20) (2 1 ) 
土地利用 住居・業務・業務 商業・住居・住居 重量郵・住居・住居
パターン i β2β9β'11β・15 β'15 β'1β・2β・3s・4βマ β9β・11β・15
パターン2 β・15 β'15 β・15
"ターン3 β'9 s・11β・15 β・15 βヲ β・11β・15
"ターン4 βヨ 8・11β・13β・15 β・15 β2βヲ β・11β・15
パターン5 β'9 s・10β・11β・12β・15 βヲ β・10β・11β・12β'15 βヲ β・10β・11β・12β・15
パターン6 β2βヲ β・11β・15 β'15 β・2βヲ β・11β'15
、。。
土地利用状況 (22) (23) (24) 
土地利用 商業・住居・3健務 商業・業努・住居 業務・商業・住居
パターン l β・15 β・15 β9β・11s '15
パターン2 β・15 β'15 β'15 
パターン3 β・15 β・15 β9β・11β・15
パターン4 β・15 β'15 β9β・11β・15
パターン5 βヲ β・10β'11β・12β・15 s'9 β'10β・11β・12β・15 βヲ β・10βuβ・12β・15
パターン6 β・15 β・15 β9β・11β'15
土地利用状況 (2る) (26) (27) 
土地利用 業務・住居・術祭 住居業務・商業 住居商業-重量務
パターン l β・15 β'15 β9β・11β・15
"ターン2 β・15 β・15 β・15
パターン3 β・15 β・15 β9β・11β・15
"ターン4 β・11s・13β・15 s'11β・13s・15 β・15
"ターン5 β'9 s・10β'11β・12β・15 β'9 s・10β・11β'12s・15 β9β・10β・11β・12β・15
パターン6 β・15 β・15 βヲ β・1s '15 
表3-22 :4土位の支配レベルにある状況縛這(別払いを考慮しない) [土地利用状況別]
(その1) 
土地利用状況 ( 1 ) (2) (3 ) 
土地利用 高富男1，海_，編集 .，野・.，事・ヨu野 住居・住居・住居
パターン l β・15 β1 β'15 
パターン2 β百 β・15 β・15
パターン3 β・15 β'15 β・15
パターン4 β・15 β・15 β・15
パターン5 β1 β・15 β・15
パターン6 β1 β'15 β・15
????
??
ニヒ貫主利用状況 (4 ) (る} (6) 
土地利用 通..・3覧車時・褐型車 E奇策・住居・高草案 '陸自持・商事1，ヨ1M
I~タン l 13'15 β・1β宮 β3β・4βち βヲ β・IIβ・13β・15β・15
バターン2 β百 β9β1 β'15 
パターン3 β'15 β3βヲ β・I;3'15 β'15 
パターン4 β・15 β'3 s '9β・I1β・15 β'15 
パターンる β・15 βヲ β・11β・15 β・15
パターン6 β'15 β1βヲ β・11β'15 β・15
土地利用状況 (7) (8) (9) 
土地利用 .l!f'住居・11M 笠Z量・褐_，を:!F.量 住居・!1M，住居
1¥ター ン i β1β2β'3 s・4β・6βヲ β・11β・13β1 β・15 β・13β・15
バターン2 β9β1 β'15 β・13β'15
パターン3 βヲ β9β・11β'15 β'15 β'15 
パターン4 βヨ β9β・11β'15 β'15 β・13β1
パターン5 βヲ β'11β・15 β・15 β'13β・15
パターン6 βヲ βヲ β・11β1 a・15 β・13β'15
表 3-22
(その2)
土地利用状況 ( 1 0) ( 1 1) ( 1 2) 
土地利用 ~.'~. ' 1I~時 商業・商業・住居 重量穆・JU!嘗・肩車重量
パターン l β'15 β・1 s7. β3β・4β'5βヲ β・11β・15 β'15 
1'¥ターン2 β'15 β・15 β'15 
パターン3 n・15 B・Ils・15 β・15
パターン4 β・15 β'11β'15 β'15 
パターン5 β・15 β・4β'11β・15 β・15
，'¥ターン6 B・15 β・4β'11β'15 β'15 
土地利用状況 ( 1 3) ( 1 4 ) ( 1 5) 
土地利用 II苦・14f揮・住居 住居・住居・商重量 住居・住居・業務
パターン l β・1β宮 β3β・4β・5β9β1 βヲ β・15 β9β・15
パターン2 β・15 βヲ β・15 β9β・15
パターン3 β・11β'15 βヲ β・15 βヲ β・15
パターン4 β・11β・15 βヲ β'15 β'9 /3 '15 
，'¥ターン5 β・4β・11β・13β'15 βヲ β'15 βヲ β・15
パターン6 β・4β・11β・13β'15 β9β・15 β9β・15
? ? ? ? ?
主地利用状況 (l6) ( 1 7) ( 1 8) 
土地利用 .f括・商業・商業 住居・商業，商業 高音楽祭主持量産務
パターン I β'15 3・lβ2β・3β・4β7βヲ β・11β'15 β1 
パターン2 β・15 β宮 β9β'15 β'15 
パターン3 β1 βヲ β・15 β・15
パターン4 β・15 β2βヲ β'15 β'15 
パターンS β・15 9官 β9β'15 β'15 
パターン6 β・15 β2β9β・15 β・15
表 3-22
(その3)
土地利用状況 ( 1 9) (20) ( 2 1 ) 
土地利用 住怠・.ll時・.l!事 商業・住居・住居 1111，住居・住居
パターンi β'1β2β3β・4β7β・11β1 s'11 s・15 βuβ・15
パターン2 β2βヲ βuβ'15 β'15 β・15
パターン3 βヲ β1 β・11β百 β・11β百
パターン4 β2βヲ β・13β1 β・11β'15 β・11β'15
パターン5 β2βヲ β・13β・15 β・11β・15 β・11β百
パターン6 β2βヲ β・13β・15 β・11β'15 β・11β・15
土地利用状況 (22) (23) (24) 
主治利用 肩車重量・住居・型軽修 重量lI'lIl!持・住居 Jll旨・書lil'住居
パターンi β・lβヨ βヲ β・4β・6βヲ β11β・13β・15β・Iβ'2 s'3 β・4β'5β9β1 β・1β2βヨ β・4β・5βヲ β・11β1
パターン2 βヲ β1 β'15 β・15
パターン3 βヲ βヲ β・11β百 β・11β・15 β・11β・15
パターン4 βヲ βヲ β・11β・15 β'11β・15 β・11β・15
パターン5 βヲ β11β・15 β・4β・11β・15 β・4β・11β・15
パターン6 β'3βヲ β・11β'15 β・4s'II β・15 β'4β・1 β百
? ? ? ?
土地利用状況 (25) (26) (27) 
土地利用 II買・4主15'if電車E 住居・業務・商業 住居・荷量産・実感
バターン l β1β官 βヲ β・4βち β9β'11β・13β・15β・lβ2β3β・4β7β・11β・15 β・lβ官 β・3β・4β7βヲ β・1 β・15
，'¥タン2 βヲ β・15 βコβ9β・15 β宮 βヲ β・15
パタン3 β'3β9β・11β・15 β9β1 s、9・15
，¥タン4 s'3 βヲ β'11β1 β2βヲ β・15 β2β9β・15
パターン5 βヲ β・11β・15 β2β9β・15 β2β9β百




土地利用状況 土地利用 パターン l I~タン2 パタン3
(1) 肩車.'jI軍.'高.β・15 9・15 β'15 
(2) .11'.11.&11 β15 β・15 β・15
(3) 住居・住居・住居 β15 n・15 β・15
(4) 商事.，&11・扇1IIβ15 β・15 β・15
{る) 肩車lII'住居・o.l寵 β'15 β'15 β'15 
(6) 1I1野・樹祭・&1野s15 β'15 β'IS 
(7) 集局・住居・&1野 β'1S 』‘~ β'15 ^ 巴巳 β'IS 、.Lι~~ _.:. 
一ー
(8) 住居・高実・鐙怨 β百 P'I a・IS
(9) 住居 .11・住居 β1.5 β'15 β'IS 
(l0) 事li.iIIi.・.!括 β・15 β・IS β'15 
( 1 1) 商.・諸.住居 β'15 β'15 β・15
(l2) .1野'.11'肩車. β・15 β・15 β'15 
( 1 3) .f野'.11'住居 β・4β9β可1β'L5 β・15 βヲ β11β可5
(14 ) 住居・住居・縞.β吐5 β'15 ~ -・ h・ β・15
( 1 5) 住居・住居'lIf膏 βtβヨ β3β%β・5βヲ β'11β'15β'15 ." βヲ β'Uβτ5
( 1 6) .f野'j百.'i1置.β15 β・15 β'15 
( 1 7) 住居・溺.，o.β吐5 β'15 β15 
(l8) 再着実'.11'.1百 β・15 β'15 β・15
( 1 9) 住居'1I5'.l膏 β吃 βヲ β・IIβ・15 {J'15 βヲ β11β・15
(20) 産車袋・住居・住居 β・15 β'15 β‘15 
(2 1 ) .f再・住居・住居 β守 β2βヲ β'4βワ βヲ β・11β・15日・15 βヲ β'11β1
(22) 商事量・住居・雪量麟 βヨ5 β'15 β吐
" 
(23) 商事!'JUJf'住A β'15 β'15 β'15 
(24) .11・積雪量・住居 βヲ β'11β15 β1 βヲ β'11β15
(25) 型車lJf・住居・再ti.β15， β'15 ， β百
(26) 住居・2塵E時・iUi:&β可5 β'15 β・15





主治利用状況 土地利用 I~タン 4 I~タン 5 パターン6
( 1 ) 蘭.'高.，jI車重量 a・15 β'10 snzβ官 、ー β'15 
(2) .5，.l野・.11P15 β吐os，12.β・15 β・15
(3) 住居・住居・住Z苦 β15 β'10>β:喧'lJ'lm.s 持 β'15 
(4 ) 高.，.5，高5.β15 β'lQ.β官るβ'l5 β'15 
( 5) 蘭.・住居・荷量Eβ、5 β江5 β'15 -_.司司 曹司1冒・ ~~ 
(6) .1野・商.'.1膏 β'15 β'l{)β・12P可5 ‘話 β・15
(7) .Bf・住居・.5β'lS ， β'10 {J'JZβ15 β・15
(8) 住居・碕.'住居 β'15 βヲ β'10β11β官 β'15 β'15 
(9 ) 住居・.5，住居 β・15 βヲ β官。β11β'12β'15 ， β'15' ヘー
( 1 0) 声高.・碕.'貧弱 β'15 β'10β'12'β15 曲 ' 目 β百
(1 1) 商事_，肩車線・住居 β・15 βヲ βτoβ'lβ12β官 ，、也、..・、..且 β可5 . 、‘
(l2) .11・貧11，..β15 β'lO fI"官 βM β・15
( 1 3) .5，.1野・住居 s":1β'11β羽 βヲ β10β')1βuβ'15 fJ‘4β'9s・ltβ'15 -且- "富島『再
( 14) 住居・住居・高.β宮5 ， 可. βヲ βτeβ可Eβ'l2β15 β甘 司
( 1 5) 住居・住居，.11β'15 盲旬 βちt/1'10.β可lβ・'12β・15 β当 βヲ β可Tβ・15
( 1 6) lIl野・碕.'簡集 β15 β'lQ.'fj官 β~'l5 β・IS
( 1 7) 住m，面画祭・肩車.β15 ~ β宅担、 β芳守β~l "β '1.2β 'lS β'15 1 三.
( 1 8) 蘭.'.11'.1野 β'15 β吐0β怯 β日 ~ 岨>， β15 
( 1 9) 住居・.5'.11 βを βτ1βuβ'15 β9βτ0'β・μβ可2β'lS ， ミさも βな βヲ β'11βq
(20) 重量.・佳m'住居 β、E β司Pβ"10/1'11β・12β'15 β'15 
(2 1 ) 1I5・住居・住居 fJ可Zβ9β可1β官 .、. βヲ β10β唖1β1.2β'15 β2β9β'11β・15
(22) ilU健・住思・.111J'l5 βヲ β・10.fJ'11β1.2β'15 β'15 
(23) 碕.・.窃・佳局 β吐5 βヲ {r'10β11β・12.fJ'15 β・15 ， 
(24) .1野・蘭.'住居 βき言、β'11β15 再再・曹弔電 ..舟 、， βヲ .fJ"HI"β11βuβ'15 βヲ β'}1β'15
(25) .11・住居・高5.β'11、βqヨβ'15 ・h ヂ β9β'l(}β'11β'12β'15 β・15 ~ 
(26) 住居・.1野・題.，8 '11βτ3β・IS βヲ β'10.β'11β可2βヨ5 β可5 Vー 






ニtl$~lm伏況 主地~周 パタン l ，'¥タン2 パタン3
( 1 ) 両面.・粛..碕豊島 /1 '15 /1 '15 β・15
(2 ) .5.5'.8f β・15 β・15 β15 
(3 ) 住居・佳局・住居 β15 β15 β・15
(4) ...)直君臨・置.. β15 β・15 β・15
(5 ) ...住居・..β1β2βヲ β・4β・6β'9β可1β'lJβ"15βヲβ・1ヨ βヨβ'β"11β・15
(6 ) 3瞳E膏・高豊富・.8fβ15 β'15 β'15 
(7) .e町・住居・.8fβ'1 /1'2.β・3βwβち βヲ β"11β13β・1 a、β・15 βて3β9β'11β'15
(8) 住居....住居 β15 β・15 β'15 
(9 ) 住居・.l膏・住A!iβ"13β15 β13 /1'15 β15 
( 1 0) ~. ....Jl5 β15 β'15 β15 
( 1 1 ) 再軍..鴻ヨ1.住居 β'1β宮 β3β河 ・β's βヲ β"11.β'15 β'15 β'"11/115 
( 1 2) .lJf.5... β・15 β'15 β'15 
( 1 3) .5.5.住居 仰向 βヲ /t'4 β・3βヲβm β・15 t門1β'15
( 14) 住居.a;:感・湾.βヲβ'lS βヲ β也 β'9β'15 . 
(l5) 住居・住居..!町 βヲβ'15 β、、β"15 _"守 β?β'15 r~'-，，'且~~ .' ~ 
( 1 6) .Bf.潤.'蘭2曜β15 β・15 β15 
(l 7) 佳居・再軍』瞳・..β1β2βヲ β・4βマ β'9βτ1β15 βてZβ9β'15 βヲβ'15
(18) 肩書鍵・Jll野・Z瞳t膏β15 β'15 β15 
( 19) 住Z邑・.5.5β'1 βそZβ3β2・β?β'11β15 βてZβ9β'13β1き β?β'15 
(20) .J瞳・住居・住居1'l.，{J、色、 β・15 p::n {J・15 今
(2 1 ) I.~耳・住居・住居 β11β15 旬 β・15 1'11β吐5 .， 
(22) ...住居・Jlf野 β可 /t'2 βヨ β~β'6 β'9 β・'u f!"13β15 βヲβu β9βヲβ11β15 γ 
(23) ..・2瞳Bf.住居 a、1/t'2 /1、 1¥‘宮、古露、 s・15 β'15 β'11β'15 
(24) .t耳・衝突・住居 F・1 書、担、 s ・~ Ii量、 p、 g・1 (J'l5 β・15 β11β15 
(25) .f買・住居・繭費量 β'1 f!・2β'3 β'4β・6βヲ β可1β・13β15β'9 P'IS 
ー
βラ β9β'11β'15
(26) 住居.Jll事・高重量直 p'1 βヨβヨβwβマβ'11β百 β2β9β'15 β9β・15









j:地利用状況 主治利用 パタン4 "タンる "タン6
(1) 高.. ~百..肩車. β'15 β15 β'15 
(2) .8f'猿lI'.8fβ・15 β'tS β'15 
(3) 住居・住居・住居 β15 β官 ‘_' β・15
(4) 簡易1.耳障E耳・南署.β'15 β'ls. " β・15
{五) 濁.・住居...β・3β9β'11β・15 ， . 、， 、 βY'"β'lLβ'15 四- . βヨ/tヲβ"11β'15
( 6) .fI置・置1i...8fβ15 β'lS β15 
(7 ) JlI.住居・.f再 βヨβ9β11β'15 βヲ β11β'15 β3βヲ仰1β百
(8) 住居・酒重量・住居 β'15 P'1S' β15 
( 9) 住怨・.l!高・佳辰 B・131・IS .凶 β'11β・15 ト . ・， β'13β・15
( 1 0) 高..覇軍...5β'15 β'lS β'15 
(l 1) 扇』鹿・蘭.'住居 β司1β・15 !t'4β"11β'15 、 βwβ'11β'15 
( 1 2) Jl8f'.l膏・調11.β'15 β、s β・15
( 1 3) .1野・鍵E耳・住居 β'11β'1S βて‘きP，'u!t、.31'15 〉事官、，_ β'<(β'11β'1Jβ'15 
( 1 ，，) 俊足・住居・蘭舞 βヲβ15 βを守R・.15 .，.~.... !-‘ β'9 f!'lS 
( 1 5) 住居・住窓・象5β事 β吐5 p'9'β'lS 
問 ・凶‘・" 1'9β'15 
( 1 6) .1I.jI草案・覇軍.β'15 β・ts: β・IS
( 1 7) 住居......βヨβ?β・IS 17.βヲβ・15 {J7. IJ、a・15
(18) 情.-.l膏・.5β'1$ β宝5‘ β'15 
( 1 9 ) 住居・.Bf-.1IβてZβ9β13β'15. βa主P-'9β'13{J'I'J ' β~:'2 β'9 β'13β吐5 、叫 、"，
(20) 耐震・住居・住居 β'1lβ百 β・UI1可5 p、1/J、s
(2 1 ) .11-住居・住居 β11β'1S β"11β'15 β'11β'15 ・司・ー
(22) ...・住居・.1Iβヨβヲβ・uβ・15 βヲ β・'uβ15 '・ βヨβ9β11β'lS 【司，
(23) 百11.・.l量・住..(!β'11β'15 β町通 β'11 β '1S ~A ' .~，・ v 守、 β当 β'11β'15 園、戸
(2" ) Jll-jIi量.-住居 β・11β・15 p~ β11β1 β・4β・11β・u
(25) JlBf・住思・.JIβヨβ9β・11β・15 βヲ β'11β・IS βヲ βヲβ11β'15
【26) 佳足 .Bf-.JIβTβ"9β・15 β2β9β'15 β'2.βヲβ15
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配置築 地点 配置2農 地点
{提示1--1利用可能1 ( )--(利用可能l
'(i)⑥， '() n' 
I I ， ，.，門 l， 'W r決定)(事象。 ~ ， 
























デッドロック t全く起こらない 。 。
1起こることがある 。 × 


































































































圃・圃 広}或幹線道路 O 基点





関4-7 ピル lの配置筒所得点分布(x 1) 
2 2 。
。。。一
図4-8 ピJレ2の配慣筒所得点分布 (x2) 
2 
x l(α1 ) mーax
x 2(α2)→ max 
y(β) → max 
z (α 1. a 2.s)→ max 
ただし、 I ai I a i=(αil.σiul 







-118 - -119 -
F竺 (sj) り=1，2，3)
I Pj I s j = (s jl， P j2.'・.P jl)l 
I P jlI P jlεN、sjt(l=a-n)は基点聞を結ぶl
N竺 Ia， b ，..， n I 
すなわち、各地縮者の所有ピJレの配置箇所の選択、行政による道路の接続箇所
の選択をそれぞれ操作変数 Qj (i=1，2)， Pとし、ピルの配置箇所の望ましさ、




































あっても (e， f )等に配置することにより点数の組合せ (2.1，2.2)が達成される。
































? ? ? ?
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1丁目再開発地区計画(大阪アメニテイパーク (0A P)計画)J (図4-13) 
について資料の収集を行った。
「天満橋 1丁目再開発地区計画J(以下ではOAP計画と略記する)は、大阪













































































































































































































































































































































































































































































設備導入地区名 冷然最大需要 (Mca肋) 建設費 (億円)
時差考慮後 . 時差考慮前
(回帰計算→) x 
京都御池 5073 5073 
償須賀 6008 6020 
宮山駅北 7521 7784 
八王子旭町 7571 8316 
f!t木テレコム 8314 8339 
新宿南口西 9251 9691 
西新宿6丁目 9773 10250 
高崎市中央 9955 10339 
和歌山マリーナシティ 11804 12224 
赤塚5丁目 12156 12156 
虎ノ門3丁目 12710 12800 
港北ニュータウン 13473 13473 
後楽 1丁目 16290 21271 
浜松アクトシティ 17986 18059 
東京国際フォーラム 20292 22594 
OAP 22473 22473 
初台淀橋 23380 30859 
立川11町 23665 24182 
恵比寿 27900 28680 
表5ー2 y=bxll型の回帰分析分散分析表
(対数に変換して線形回婦を行う)
自由度 2釆和 平均2乗 F 
回帰 2.98 2.98 40.39 
残韮 17 1.26 0.07 
合計 18 4.24 
係数 保準誤差 t検定 下限9596
ln b -4.11 。 3.38 6.67 















































全体合理性7}:! XCi= C(N) (5・1)
N 
個人合理性8}:X Ci~ C (i}) (V iεN) ~・2)
本式は個人の全提携への参加の動機を表している。さらに、全提携のあらゆる部
分提携からの優位性を保証するために配分は次の条件を必要とする。





































































e(S)= ~ XCi -C(S) ( iεSCN、iεN) (5-6) 
S 
























































































提携{1，2} (図 5-8)、提携{1，3} (図 5-9) 
この場合、一人の地権者が全提携の形成を受け入れない。その場合、上述の単独
提携と同様に提携外の地梅者の所有地を迂回しなければならない。







C ( S) = C c( S ) +C L( S ) (5・9)
建設費Cc(S)[円]は道路の占有面積に依存して決まる。















































































V(N)= k C({ i })ー C(N) ~・ 14)
N 
V(S)=kC({ i})一C( S ) ( S c ~) (5・15)
s 
V({ i })= C({ i })ー C({i})=O (iεN) (5・16)
これより節約額の配分解XY=(XY1、XV2、 XV3)を得る。
k X Yj= V(N) (s・17)
N 
これより各プレイヤー iの費用分担額は次のようにして求められる。
X Ci = C ({i })-X Yi (5・18)
XYiは費用節約額の配分値である。本問題に対して一般性を損なわずに次の条件
式を満たすようにプレイヤーの番号を変更することができる。





i) V(N)~ 3 V({1，2}) 
Xy (= X Y2= XY3= V(N)/ 3 
i) V(N)孟 3V ({1，2})、
[V(N)+ V({l，2})]/ 2ミV({ 1，3}) + V ({2.3}) 
かっV(N)~V({1.2})+ 2 V((1.3}) 
X Y (= V (N)/ 4 + V (1.2})/ 4 
X Y2= V (N)/ 4 + V ({ 1.2})/ 4 






ii) V (N)孟3V ({1，2)、
[V (N)+ V ({1，2})]/ 2 ~主 V(υ，3))+ V ({2，3}) 
かつV( 1，2))+ 2 V (1，3))孟V(N)孟V({ 1，2})+ 2 V ({2，3)) 
X V 1= V (1.2})/ 2 + V ( 1.3))/ 2 
XV2= V(N)/ 2 -V({ 1.3))/ 2 








by { 1，2，3} 
iv) V(N)孟 3V ({1.2))、 (5-2η
[V (N)+ V ({1，2})]/ 2 ~主 V({1.3))+V({2.3}) (5・28)
かつV((l，2})+ 2 V({2，3})ミV(N) (5-29) 
Xv 1= V(N)/ 4 + V({ l，2})/ 4 + V({ 1，3}}/ 2 -V({2，3D/ 2 






? ? ? ?
??
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
??
??
by {1} by {1，2} 
v) V (N)孟 3V({l.2)、 (5-30) 
かつ[V(N)+V({ 1，2}))/ 2豆V( ( 1.3}) + V ( { 2，3} (5・31)
Xv 1一[V(N)+V({1.21汗V( 1，3))+ V ({2.3}))/ 3 -V ({ 2.3)) (5・32)
XV2一[V(N)+ V (1.2})+ V ({J，3})+ V ({2.3)))/ 3 -V ( 1.3}) (5・33)
XV3ー [V (N)+ V ( {l ，21}+ V (υ，3))+ V ({2.3}))/ 3 -V ({l，2}) (5・34)
，? ? ? ?

























by {2} by {1，3} 
??????
??









by {3} by {2，3} 










??? ? ??? ? ? ? ?
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by {3} by {2，3} 























所有地面積[m2) ケース I ケースE ケース皿 表5-4 パラメトリック分析(配分結果の変化)
地権者Pl 。 。 。 ケース I ケースE ケース田
地借者P2 37，500 48.750 30.∞o 
地権者間 22，5∞ 11.250 30.'αm (A) (標準) V(N) [円] 211.∞o 172.750 81.500 
CL( ( 1.2.3)) 24.000 28.500 61，500 r = 0.30 [106円1m2) V({ 1.2)) [円] 93，5∞ 93，5∞・ 93.500・
CL( (1)) 38.500 38.500 38.500 r外=0.35[10
6円1m2)V({ 1，3)) [円] 93，5∞ 93.5∞・ 93.500・
CL({2)) 35.250 24.000 28.500 8 =0.50 [106円1m2] V((2.3)) [円] 117.5∞・ 79.250 -12.α)() 
Cd(3)) 36.250 36.250 28.5∞ V(NνV(( 1，2}) 1.796 1.848 0.872 
Ct({ 1.2)) 35.250 24.以)() 28.5∞ 解析解の櫨頬 v) v) ui) 
CL(( 1.3)) 36.250 36，おO 28.5∞ 
CL((2.3}) 24.似)() 28，5∞ 61，5∞ (B) (r.外をより大きく)
CC((1.2.3)) 40.000 47，500 102，500 V(t'。 90，400 72，4∞ 42.8∞ 
CC((1 ) 55.000 55，∞o 55.∞o r = 0.30 V({1.2)) 44.∞o 44，∞0・ 44.000・
Cc({2)) 55.000 40.∞o 47，500 『外=3.50 V({1，3)) 44.∞o 44.000* 44.000ホ
Cc({3}) 55.000 55.∞o 47.500 8 = 0.50 V((2，3)) 46，4∞・ 28，4∞ -1.2∞ 
CC(( 1.2}) 55.0∞ 40.∞o 47.500 V(NνV({ 1，2)) 1.948 1.645 0.973 
Cc< ( 1.3)) 55.0∞ 55，∞o 47，500 解析角革の種類
Cc((2，3)) 40.以)() 47，5∞ 102，5∞ 
v) v) ui) 
(C) (8をより大きく)
特性関数[1()6円]; C(S)=CL(S)+CC(S)=(c創叫or明)A(S)+gA(S)
C(( 1ム3)) 64.0∞ 76.α)() 164，000 V(N) 133.600 109.525 50.900 
C( (1}) 93，500 93.500 93.500 r = 0.30 V((1，2}) 58.850 58.850・ 58.850・
C((2)) 90.250 64，000 76，000 r外=0.35 V((I，3)) 58，850 58.850寧 58.850* 
C({3}) 91.250 91，250 76，000 8 = 5.00 V({2，3)) 
C(( 1.2)) 90.250 64，000 76，000 74.750・ 50.675 -7.950 
C(( 1.3)) 91.250 91.250 76.000 V(N)/V({ 1.2)) し787 1.861 0.865 
C({2，3}) 64.000 76.∞o 164，1α)() 解析解の極却 v) v) ui) 
費用節約ゲームの特性関数[1()6円);V(S)=~ C({i))・C(S) (0) (rとr外をより大きく)
V(N) 211.000 172.750 81.500 
V(( 1.2)) 93，5∞ 93.5∞ 93.5∞ V(N) 872.500 712.750 344.750 
V(い.3) 93，5∞ 93.5∞ 93.500 r = 30.∞ V({ 1.2)) 390.500 390.500・ 390.500・
V((2，3}) 117.5∞ 79.250 -12.α)() r外=35.∞ V({1.3)) 390.500 390.500・ 390.500・
要用弼罰ゲームの在[1()6問l
XV1 54.334 67.084 93.500 
8 = 0.50 V({2.3}) 482.∞0・ 322，250 -45.750 
XV2 78，333 52.833 -6.000 
V(N)/V(( 1，2)) 1.810 1.も~25 0.883 
XV) 78，333 52.833 -6.'α)( 解析解の極頬
v) v) ui) 
費用配分額[106円);たj=C({i))-Xv; * 2番目に大きい費用節約額をV({I，2))としている
Xcl 39.166 26.417 。
xo 11.917 11.167 82.α)() 
xc3 12.917 38，416 82.α)() 
戸 0.30[1併円1m2] r外=0.35[106円1m2]g=O.50 [106円1m2]
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V (N)= C(( 11)+ C ({2))+ C ((3})-C ({N}) (5-35) 
V (1，3})一C({11)+ C({3})一C({1.]}) (5-36) 
ケースIにおいて (B)のようにC(N)とC(υ，3))がC({1})、C((2})、C((3))などとそ
れほど追わない場合、 V(N)/ V (1.2= 1，3})の値はおよそ2になる。
V(N) / V((1.3})キ2C((1})/C((l}) (5-3η 
=2 
(5・37)式からいえることとして、本論で提案する費用配分法は分類v)の(5・31)式





































































































































































Mi=V.({ i ，j })-Vj( i}) (6-1) 
川=V j({ i ，j })ー Vj({ j }) (6-2) 
提携(i ，j )に対して以下の式が成り立つとき、その提携が成立することの前提条
件が整う。これはゲーム理論における提携合理性4)の条件式である。
提携合理性;Mj + Mj~ 0 (6-3) 














































































































(6・6)式の条件 (6・9)式の条件 提携 論文中の取り扱い箇所
協同化により費用が節約される場合
。Bj-Cj~ 0 Bj-XCi>O 成立 第5章
②Bj-Cj:;! 0 Bj-XCi>O 成立 第5章(ただし単独
では実行しない)
蕗同花により費用がit')大する場合
③B j一 Cj~O Bj-Xcj< 0 不成立 5.2.3(ゲーム論的に
合理的でない)
<D Bi一 Cj~O Bj-XCi<O 不成立 単独でも提携でも
開発を実行しない
協同花によち便益が.tt)大する場合
@Bj-Cj~O Bj-XCi>O 成立 第6毒E
⑤Bj-Cj ~ O Bj-XCi> 0 成立 第6章 (ただし単独
では実行しない)
蕗同花により便益が減少する場合
①Bj一CjきO Bj-XCiく O 不成立 単独(または部分後燐)
で実行されるであろう










リットを足し合わせることを考える。協同化メリットの種類k (k = 1ム…，K)
の重みを Wkとして次のような関数を設定する。
K 
























































ここで、 rj .単位面積当たりの(事前の)地価(i = 1または2) 










場面に限定するが、 6. 2 ~こ示したゲーム論的アプローチにより公平性を維持し
た空間の配分のあり方について議論を進める。ここでは、配分の結果としての空
間の物理的情成の合理性についての議論は行わない。
V ({1，2})= V ，( 1，2})+ V 2({ 1，2}) 
=( r， +ム r，)( S ， -S ，+ s 2)-r ， S， 









をより多く得ている場合には、プレイヤー iがプレイヤー jにVj({l，2})ー V
({ 1.2})/ 2なる額を金銭等で渡すことが要請される。これは図6-2の(a)と(c ) 
を比較することによってすぐに求められる。この値は(6・13)式により地価や土地
面積などで次のように表される。
V ，( l，2})-V ({1，2)}/ 2 = 

















Bj(N)=( r +ム rj)(Aj-Xj)一rAj~ 0 (6-15) 
ここで、 Xi:プレイヤー iの整備への供出(配分)面積






































イヤーPi ( i 1または2)が受ける協同化のメリットは地価の上昇 (VL)と




V L(( 1，2})一三(ri( 1，2})+L::. r i({ l，2})X S i -S i( 1，2)) (6-19) 
-I.(ri+ム ri({i})XSi-si({i})) 
協同化のメリット;費用の節約








V L(( 1，2})= V Ll ( 1，2})+ V u(( 1，2}) (6-21) 
V c(( 1，2})= V c1 ( 1，2})+ Vロ((1，2) (6-22) 














































V(( G，L})ニ VG( ( G • L })+ Vし((G， L }) (6-27) 
2人ゲームで 「仁jにより配分を行うならば、 再配分された各々の協同化のメ
リットは以下の通りになる。
XG(( G，L })= XL({ G，L })= V(( G， L })/ 2 (6・28)
公共は地権者の協力を想定しなければ、用地買収に r. Sだけ支出しなければ




r . Sー[VG( ( G . L })-V ({G ， L ))/ 2] = e . S ~ふ29)
(6・29)を変形することにより実際の買収額eの値は次のように求められる。


























TBの配分解をXTB =(X TBl. X T02. X TB3)と表すこととする。










I X Cj' = I C (i) + B (N)ー TB(N)
N N 



























q( z )=1 +0.5 z (6-38) 
道路整備によって期待される各提携の単位面積当たりの地価は rj(5(またはN












T B (N)= B (N)+ V (N) (6-41) 
















A * 寧 B
* 地権者P3
図6-8 道路接続地点の評価 (ケー スII)
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表6-2 第5章の費用配分法と本章の修正費用配分法の結果の比較
ケー ス I ケー ス E ケース田
特性関数[106円]
B例) 32，100 31，200 23，250 
B({I，2}} 9，300 23，550 9，450 
B({I，3}} 5，400 2，025 。
B({2，3)) 32，100 31，200 23，250 
V(N) (表5 2より) 211，000 172，750 81，500 
V({ 1，2}) (表5-2より) 93，500 93，500 93，500 
V({ 1，3}) (表5-2より) 93，500 93，500 93，500 
V({2，3}} (表5 2より) 117，500 79，250 -12，000" 
総協同花メリットの特性関数[106円];TB=B+V 
TB(N) 243，100 203，950 104，750 
TB({ l，2}) 102，800 117，050 102，950 
TB({I，3}) 98，900 95，525 93，500 
TB({2，3}) 149，600 110，450 11，250 
庖同花メリットゲームの仁[106円]
XTBl 48，534 65，208 92，900 
XTB2 99，233 80，134 10，650 
X司 3 95，333 58，608 1，200 
第51Eの費用配分法による費用分車額(106円];Xa'=C({i) -XVj 
XC1 (表5-2より) 39，166 26，417 。
XC2 (表5-2より) 11，917 1，167 82，000 
XC3 (表5 2より) 12，917 38，416 82，000 
修正費用配分法による受用分担額[106円];xa・=C({i))+Bi例)-X13i 
Xet' 44，966 28，292 600 
Xcz' 10，967 11.017 76，975 



































8)Schmeid1er. 0.:甘leNucleo1us of a Characteristic Function Game. SIAM Jouma1 of 








































































本論文では上記 3 謹頬の代表的なコンフリクト問題について、第 3 章から第 6~
において、それが出現する場面をより詳細に特定し、当該のコンフリクト問題を
解決するのに相応しい調整方式を検討・提案している。提携コンフリクト問題に
ついては第3章で、手順コンフリクト問題については第4章で、資源コンフリク
ト問題については第5章および第6章に詳述しているが、第2章ではこれに先立
ち、地区空間再編計画において主体間で発生するコンフリクトの基本構造の理解
を深めた。
なお節3章から第6君主においては、モデルケース地区を想定し、費用配分法を
はじめとする各種のコンフリクト調整方式の適用可能性を示した。第3章では、
開発事業に参加する可能性をもっ3人の地権者が所在する地区一帯を対象とした
分析を行った。第4積以降では、第3章に取り上げた主体構成の決定プロセスを
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経て2人の地権者による開発地が生成されたものとして、 2人の地継者と道路整
備に関与する行政という 3人の主体がコンフリクトの当事者となり、その調整を
進めるプロセスを対象とした分析を行った。
これらの研究を通じて得られた成果は以下のようにまとめられる。
第2章では、文献資料及びヒアリング調査の結果をふまえて、コンフリクトが
発生するプロセスを的確に表現するモデル化手法の検討を行った。地区空間再編
計画は、複数の主体が個別に意思決定を行う並列的なプロセスとして、また各主
体が複数の意思決定を行う多段階的なプロセスを持つシステムとして捉えられる
ことからペトリネット理論を適用した。そして本手法がコンフ 1)クトの結果とそ
の調整をも含めた議論に有用であることを示した。具体的には以下の点から有用
であるといえる。
1)いかなるテーマのコンフリクトであろうと、その基本的な構造が去現可能で
ある。
2)コンフリクトが顕在化する動的なプロセスを到達しうる結果までをも含めて
表現している。
3)一般ペトリネットを用いることにより、わずか4つの部品から構成され、普
遍性の高い記述を行うことができる。
4)視覚性に宮んだ表現形態をとる。
第3章では、開発地区が形成される事業の揺藍期に着目した。都市拠点開発は
基本的に開発種地を所有する地権者の開発動機に端を発する。開発地区の位置、
形状、規模は事業に参加する地権者の構成によって決定づけられる。開発事業の
描鑑期においては、開発のための複数地権者による提携形成の可能性と、それと
は裏腹に主体構成の分裂を引き起こしうる提携コンフリクトがあることを示すこ
とを試みた。
このように提携コンフリクト問題を含む、地権者の協同体制の形成過程の規範
的な把握を目的として、本章では、協力ゲーム理論を適用したモデル化を行い、
いくつかの分析を行った。
まず、地権者らによる開発の実行の是非・協同化の是非に閲する集団的な意思
決定のプロセスを観察し、特に開発が協同化される場合には協同体制内で利得の
再配分が行われうると考え、協力ゲーム理論を用いたモデル化が適当であること
を見出した。
モデル化にあたっては、最初に、既往の協力ゲーム理論の枠組みに問題を当て
はめるために、地権者は開発の知子を留保することがなく、単独で開発を行うか、
他の地権者と協同化するかの判断を行う場面に限定した定式化と分析を行った。
次いで、地権者が開発を留保する可能性も考慮に入れた定式化と分析を行った。
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そのためにシャプレイ値を応用した新たな解概念を考案した。その結果、問題の
記述という目的を果たしただけでなく、分析の結果から提携形成に際しての用途
聞の性質の違いがより明確になった。
第4章では、地権者らによる協同体制が形成された後の段階として、地権者と
行政が協議のプロセスにおいて開発地区の空間構成を決定していくプロセスに着
目した。その中では、私的開発を行おうとする一人または複数の地権者と広域的
視点をもって地区内の基盤整備に関与する行政の聞に、それらの施設の配置の決
定の順序に関して手順コンフリクトが生じているとした。
これに対して、開発種地をもっ地権者の創発性を革重するために、地区内の施
設配置構成については検討を何度でも繰り返して行えることが望ましいと考え、
これを可能とする手順が制度化された計画プロセスシステムの設計を行った。プ
ロセスのモデル化にはペトリネットを適用した。ペトリネットの適用の結果、プ
ロセスを視覚的に表現し、さらにモデル化された動的システムの設計・再設計を
行い、活性・可達性の評価指標を用いることによって再選択の可能性を認める協
調的な計画過程を構築することができた。
第51震では、開発計画がさらに具体化した段階に着目した。その中では、整備
にかかる費用や用地の手配という側面において、それらの資本を主体閣でいかに
分担するかという資源コンフリクト問題が起こりやすい。各主体はいずれも事業
に賛同し、積極的に参加しているが、その負担資本の比率構成においてコンフリ
クトが生じうることとなる。
このような資源コンフリクト問題に対してゲーム論的な f配分jは有効なコン
フリクト調整方式である。そこで負担資本の配分の妥当性に関して協力ゲーム理
論を適用して考察を行い、解概念の一つである f仁Jによる都市拠点開発の基盤
整備のための合理的な費用配分・法を提案した。
地区空間再編計画のための費用配分法としての「仁Jは、敷地構成の違いによ
らず、 5種類に分類される費用節約ゲームの解析解の中の4種類のいずれかに限
定されることが明らかとなった。そして都市拠点開発の基盤整備の費用分担問題
では、各主体はその主体の費用を節約させる能力に相応して負担額の軽減を主張
することができる、という結論が導かれた。
第6章では、前章と同じく開発計画が具体化した段階に着目した。ここでは、
各主体が事業を協同化することによって得られる便益を資源として捉え、これを
主体聞で競合する資源とする資源コンフリクト問題を取り上げた。
このような協同化することによって得られる付加的な便益のことを協同化メ
リツトと呼ぶこととし、これを主体間で公平に再配分する方法を検討した。これ
にはやはり協力ゲーム理論を用いた。協同化メリットを実際に指標化することは
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難しく、ここでは開発前後における地価の変化にこれが適正に反映されるものと
して、議論を進めた。そして協同化メリットの再配分の手続きを現行の開発関連
制度の枠組みに取り込み、また第5章で提案した費用配分法と組み合わせて事業
の成立の可能性を高めることを検討した。
以上を要するに、本研究ではシステム論的なアプローチにのっとり、都市拠点
開発の基盤整備計画におけるコンフリクトの構造的性質の理解と、コンフリクト
の調整方式の設計についての理論的知見を導出することができた。
コンフリクトは、 2人以上の主体が資源の利用、保有等において互いに関与し、
相互依存的な意思決定を行わなければならない場面においておそらく不可避的な
ものであろう。コンフリクトを好ましくない主体間関係の発生という現象として
取り上げるのみではなく、主体聞の関係を調整してコンフリクトを積極的に処理
することが社会および社会組織の発展や変革につながるものと考える。本論文で
は、都市拠点開発における基盤整備計画を対象として基礎的なモデル分析を行っ
たことによって、社会基盤整備の f計画の場」における主体聞のコンフリクトの
本質の一部分が理解できたといえる。
なお今後に残された課題も多い。主要なものをまとめると次の通りである。
1 )各分析で取り扱った諸パラメー夕、関数形については今後、実証的分析を行
う必要のあるものが多い。都市拠点開発の開発事例がまだ少なく、統計的データ
が整っていない。今後、データの生成の段階から進めていく必要がある。
2 )議論の明瞭化を目的として、モデル化においては多くの面で、取り扱う現象
に対して捨象を行ってきた。これによって問題の本質を見失っていることになっ
ていないか、今後、事例分析と実証分析によって明らかにしていきたい。
3 )本研究では基礎的なモデル分析を中心としていくつかの政策的知見を得た。
これらの議論が実際の政策の実施例、既存の制度に対して十分に対応がとれてい
るとは言い切れない。このため、今後、制度論的研究についても充実させていか
なければならない。
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